
平成30年度 豊成中学校 職員一覧

役 職 等 氏 名 指導教科 部活動 居住地 備 考

校 長 千 葉 雅 一 大仙市大曲 大曲中より
ち ば まさ かず

教 頭 藤 原 修 悦 数 学 テニス部(担当) 大仙市長野
ふじ わら しゆう えつ

主査(事務) 藤 原 茂 幸 仙北市角館町 生保内中より
ふじ わら しげ ゆき

養 護 教 諭 澁 江 正 子 大仙市四ツ屋
しぶ え まさ こ

教 務 主 任 田 中 武 晴 美 術 卓球部(男監督) 大仙市大曲
た なか たけ はる

駅伝部(副)

１ 年 主 任 渡 部 政 仁 理 科 野球部(部長) 大仙市大曲 美郷中より
わたな べ まさ ひと

駅伝部(副)

１ Ａ 担 任 高 橋 大 樹 数 学 テニス部(監督) 美郷町千畑 大内中より
たか はし だい き

２ 年 主 任 若 畑 康 子 音 楽 吹奏楽部(顧問) 横手市睦成
わか はた やす こ

２ Ａ 担 任 湯野澤 兄 一 保健体育 野球部(監督) 大仙市太田町
ゆ の さわ けい いち

駅伝部(主担当)

Ｃ 組 担 任 杉 山 真 澄 英 語 ｽﾎﾟ少･ﾊﾞﾚｰ(副) 大仙市藤木
すぎ やま ま すみ

３ 年 主 任 小 野 由紀子 社 会 テニス部(部長) 大仙市福田町
お の ゆ き こ

３ Ａ 担 任 今 野 有希子 国 語 バレー部(顧問) 大仙市神宮寺
こん の ゆ き こ

家 庭 吹奏楽部(副)

Ｂ 組 担 任 伊 藤 誠 理 科 卓球部(女監督) 大仙市大曲
い とう まこと

用 務 員 髙 橋 忠 良 大仙市太田町
たか はし ちゆう りよう

校 務 員 草 薙 佳代子 大仙市太田町 清水小より
くさ なぎ か よ こ

教育専門監 村 田 文 子 数 学 美郷町六郷 本務校：中仙中
むら た あや こ

非常勤講師 青 池 恵 舟 技 術 美郷町六郷 週1回来校
あお いけ けい し ゆ う

Ａ Ｌ Ｔ リー･カーソップ 英 語 大仙市長野 本務校：中仙中

心の相談員 藤 原 智 美 大仙市鑓見内 週2回程度来校
ふじ わら とも み

大仙市立豊成中学校
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文責 千葉雅一

夢に向かって

輝いて！
～｢夢」｢気づき｣を大切に～

４月５日(木)、いよいよ新年度がスタートしました。こ
の日は、新しい先生をお迎えする｢新任式｣と｢前期始業式｣
が行われました。新任式では、新しく５名の職員を迎え、
生徒代表では生徒会副会長の髙橋怜海(たかはし さとみ)さ
んから歓迎のあいさつがありました。原稿も持たずに、し

っかりとした自分の言葉で、豊成中の良さをたくさん紹介してくれました。本当に感動しま
した。ありがとうございました。
始業式では、２年生の須原凜(すはら りん)さんと３年生の髙橋秀成(たかはし ひなせ)さん

から、昨年度の反省にたった新年度の抱負を発表してくれました。二人とも先輩としての自
覚、様々な活動への高い目標を掲げ、意欲的に頑張るという力強い内容の発表をしてくれま
した。豊成中の機関車となった3年生、先輩となった2年生の活躍が今から楽しみです。



転入した職員･･･みんなやる気満々です！

藤原茂幸先生 渡部政仁先生 高橋大樹先生 草薙佳代子さん

すばらしい歓迎の言葉に感動 発表する須原凜さん(2年) 発表する髙橋秀成さん(3年)

始業式での校長式辞より･･･ 子どもたちの発表の素晴らしさに感動し、当初考

えていたことと違う内容になってしまいましたが･･

まずは、新任式での生徒会副会長の髙橋怜海さんの歓迎の言葉、そ

して先ほどの2年生の須原凜さん、3年生の髙橋秀成さんの素晴らしい発

表に感動しました。何よりも原稿のないところで、または持っていてもほとん

ど見ることなく、前を向いて、自分の言葉でしっかりと話していることに驚きま

した。そんな3名の発表を聞いていたら、自分が原稿を用意し、この場に持

ってきたのが恥ずかしくなってしまいました。

さて、先ほど発表してくれた2名の方々は、昨年度の反省にたった平成

30年度の目標、要するに今年度の未来予想図をしっかりと描いていましたね。他の皆さんはどうでしょうか？

今年度の自分の未来予想図(1年後の自分の姿と考えてもいいでしょう)は描かれていますか？では、聞い

てみましょうか？･･･3年A組の委員長さんはどうですか？･･･(びっくりした表情の井上心結さんでしたが、一生

懸命今年度の目標を話すことができました) 2年A組の委員長さんはどうですか？･･･(きたー！という表情

でしたが、これまたしっかりとお話できました)

今、突然、私が指名してしまった２名の委員長さんには驚かせてしまってすみませんでした。たぶん指名さ

れたときは驚いてかなり焦ったかもしれませんが、しっかりと「臨機応変」にその場の対応をしてくれました。す

ばらしいです。

皆さんはこの「臨機応変」という言葉を知っていますか？(多くの生徒がうなずいてくれました)私は、これか

らの社会にとって、この「臨機応変の対応力」というのがとても大切な力だと考えます。

いろいろな進歩によって世の中というのは、これまで想像できなかったようなことが起きてきます。私が小学１

年生の頃に、家に電話が入り(ダイヤル式の黒電話)、そこから声が聞こえてくることに非常に驚いたもので

す。･･･(中略)･･･電子レンジが初めて家に来たときは、そこにものを入れてスイッチを入れただけでものが温まっ

たり、かき混ぜた卵を容器に入れてそれをレンジに入れるだけで、おいしい卵焼きになることに感動しました。

もちろん好奇心旺盛な私は卵をそのままレンジに入れると、きっとゆで卵が出来るだろうと試し、破裂させてし

まったこともありました。かなり家族に怒られたことを今でも思い出します。

科学はどんどん進歩し、どんどん生活は便利になっていきますが、反面、今まで考えられなかったような出

来事や場面が起きることも現代社会です。自然災害も予告なしにやってきます。東日本大震災の悲劇は

今でも頭から離れません。皆さんがこれから生きていく社会は本当に予測不可能な社会なのです。

ですからこそ、その場その場で臨機応変に対応する力は、本当に大切です。そして、この力は、学校生

活のいろいろな場面で鍛えられます。実はみなさんは知らず知らずのうちにその力を身につけているのです。

昨年度の２年生、現在の３年生がたくさんのお客様の前で見せてくれたあの授業もその一つでしたね。とて

も感動しました。･･･(中略)･･･これから授業だけではなく、学校行事や生徒会活動、部活動通して、どんな時

代でも生きていける臨機応変の対応力を身につけることを期待しています。

平成３０年度の皆さんがもっともっと輝いていけるように、先生たちも一生懸命応援していきますので、今

年度もみんな仲良く、素晴らしい豊成中学校をつくっていきましょう。皆さんの頑張りを信じています。


